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書 

 

平
成
二
十
六
年
五
月
十
五
日
に
公
表
さ
れ
た
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
」
（
以
下
「
安
保
法
制

懇
」
と
い
う
。
）
の
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
（
当
時
）
（
以
下
「
安
倍
総

理
」
と
い
う
。
）
は
、
同
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
憲
法
第
九
条
の
解
釈
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
「
今
回
の
報
告
書
で
は
、

二
つ
の
異
な
る
考
え
方
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、
個
別
的
か
、
集
団
的
か
を
問
わ
ず
、
自
衛
の
た
め
の
武
力
の

行
使
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
ま
た
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
措
置
へ
の
参
加
と
い
っ
た
国
際
法
上
、
合
法
な
活
動
に
は
憲
法

上
の
制
約
は
な
い
と
す
る
も
の
（
中
略
）
も
う
一
つ
の
考
え
方
は
、
我
が
国
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
き
、
限
定
的
に
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
の
考
え
方
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

 

更
に
安
倍
総
理
は
、
同
じ
会
見
に
お
い
て
、
「
二
つ
の
異
な
る
考
え
方
」
の
う
ち
前
者
の
「
個
別
的
か
、
集
団
的
か
を
問
わ

ず
、
自
衛
の
た
め
の
武
力
の
行
使
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
ま
た
、
国
連
の
集
団
安
全
保
障
措
置
へ
の
参
加
と
い
っ
た
国
際
法

上
、
合
法
な
活
動
に
は
憲
法
上
の
制
約
は
な
い
と
す
る
」
考
え
方
に
つ
い
て
、
「
い
わ
ゆ
る
芦
田
修
正
論
（
中
略
）
は
政
府
と

し
て
は
採
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

一 

安
倍
総
理
が
述
べ
ら
れ
た
「
い
わ
ゆ
る
芦
田
修
正
論
」
と
は
、
報
告
書
に
示
さ
れ
た
「
二
つ
の
異
な
る
考
え
方
」
の
一
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つ
、
前
者
の
「
個
別
的
か
、
集
団
的
か
を
問
わ
ず
、
自
衛
の
た
め
の
武
力
の
行
使
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
ま
た
、
国
連
の

集
団
安
全
保
障
措
置
へ
の
参
加
と
い
っ
た
国
際
法
上
、
合
法
な
活
動
に
は
憲
法
上
の
制
約
は
な
い
と
す
る
」
考
え
方
を
指
す

と
理
解
し
て
宜
し
い
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

い
わ
ゆ
る
芦
田
修
正
論
に
つ
い
て
、
政
府
が
「
採
用
し
な
い
」
と
決
定
し
た
経
緯
、
行
政
過
程
、
具
体
的
な
行
政
手
続
き

に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

政
府
が
芦
田
修
正
論
を
「
採
用
し
な
い
」
と
決
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
特
に
、
安
保
法

制
懇
が
「
二
つ
の
異
な
る
考
え
方
」
の
一
つ
と
し
て
芦
田
修
正
論
を
報
告
書
に
明
記
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芦
田
修
正
論

を
「
採
用
し
な
い
」
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
付
け
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全

保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
に
は
、
「
憲
法
第
九
条
は
そ
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
国
際
関
係
に
お
け
る
「
武
力
の
行
使
」

を
一
切
禁
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
憲
法
前
文
で
確
認
し
て
い
る
「
国
民
の
平
和
的
生
存
権
」
や
憲
法
第
十
三
条
が

「
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
」
は
国
政
の
上
で
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
旨
定
め
て
い
る
趣
旨

を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
憲
法
第
九
条
が
、
我
が
国
が
自
国
の
平
和
と
安
全
を
維
持
し
、
そ
の
存
立
を
全
う
す
る
た
め
に
必
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要
な
自
衛
の
措
置
を
採
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
と
は
到
底
解
さ
れ
な
い
。
一
方
、
こ
の
自
衛
の
措
置
は
、
あ
く
ま
で
外
国
の

武
力
攻
撃
に
よ
っ
て
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
と
い
う
急
迫
、
不
正
の
事
態
に
対

処
し
、
国
民
の
こ
れ
ら
の
権
利
を
守
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し
て
初
め
て
容
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
必
要
最
小
限
度
の
「
武
力
の
行
使
」
は
許
容
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
「
武
力
の

行
使
」
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
政
府
が
一
貫
し
て
表
明
し
て
き
た
見
解
の
根
幹
、
い
わ
ば
基
本
的
な
論
理
で
あ
り
（
中
略
）

こ
の
基
本
的
な
論
理
は
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
は
今
後
と
も
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

い
わ
ゆ
る
芦
田
修
正
論
と
当
該
「
基
本
的
な
論
理
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
基
本
的
な
論
理
」
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は

芦
田
修
正
論
を
採
用
で
き
な
い
の
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
採
用
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。 

五 

前
記
四
の
「
基
本
的
な
論
理
」
は
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
は
、
い
か
な
る
場
合
に
あ
っ
て
も
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
あ
る
い
は
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
、
大
量
破
壊
兵
器
な
ど
の
脅
威
等
に
よ
り
我

が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
根
本
的
に
変
容
し
た
場
合
に
は
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
あ
っ
て
も
、
「
基
本
的
な
論

理
」
を
見
直
す
余
地
が
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


